
パラダイム転換を図るための異文化コミュニケーションの教授法
（3回シリーズ）第1回

異文化コミュニケーションに今、何ができるか：

身近に顕在化した異なりとしての
＜異＞と向き合う

異文化コミュニケーション学会（SIETAR Japan 定例会）

2023年6月25日13：00～16：00（オンライン開催）

山本志都（東海大学）・石黒武人（立教大学）・鈴木有香（桜美林大学）



トーク：本ワークショップの目的・きっかけ

今の時
代に？

なぜ？

・ボーダレスな社会

・価値観の多様化

ICC教育
がめざす
ところ？

異文化
コミュ
ニケー
ション

パラダイム
転換⇒

「なんか
違う」

個人化／
同類化？

・個人の多面性

・少数派になること
の意味

「楽」
になる
には？

・「線引き」をする
・顕在化した異なり
・「異」



「異を語ろう！」のポイントについて考える

•「いったいこの学びは何でしょうか？」

•「参加者が気づくこと／学ぶことは？」

•「気づきや学びの共有後、次に学習者に何を問いかけ
たらいい、何をしたらいいでしょうか？」

•「学習者が深く考えられる問いかけは何でしょう
か？」



異文化コミュニケーションの学びを通じて
みなさんが楽になった経験はありますか？

異文化コミュニケーションの学び→自己モニタリングを促し、自
己理解の助け；わたしは自分がやっていることがわかると安心す
る傾向

• 文化的自覚 cultural self-awareness 

• ハイ・コンテクスト／ロー・コンテクスト High/Low context

• 権力格差 Power distance

• カルチャーショックculture shock；自己効力感 self-efficacy の低下



異文化コミュニケーションの学びを通じて
楽になった経験を語る

• 異文化コミュニケーションの学びのおかげで楽になった例：

悩み：異文化コミュニケーションで言われる「異文化理解」「相互理解」
「異文化受容」「多様性の尊重」に取り組むなかで、それがどこまで可能
かと悩むようになっていた。

楽になったきっかけ：ハリー・トリアンディス（Harry Triandis）氏の「同
型の帰属、isomorphic attribution）：相手とまったく同じではないにせよ、
似たようなかたちで原因を理解できること」

当然ながら「完全に理解できる」というのは現実的ではなく、本当に相手
を尊重していることにはならないため、背景・思考プロセス・感情様式な
どを「似たようなかたちで」理解できれば、相手の言動の背景をつかめ、
関係（つながり）をきずきやすい。
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